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滝
川
駅
の
跨
線
橋
か
ら

東
側
の
ホ
ー
ム
を
眺
め
る

と
、
遠
く
に
白
い
塔
体
が

み
え
る
。
滝
川
市
の
開
基

１
０
０
年
を
記
念
し
、
１

９
９
１
（
平
成
３
）
年
２

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、
高

さ
59
・
６
㍍
の
百
年
記
念

塔
だ
。

　

１
９
７
０
（
昭
和
45
）

年
に
完
成
し
、
１
０
０
㍍

の
高
さ
を
誇
る
「
本
家
」

と
比
べ
る
と
、
歴
史
も
ス

ケ
ー
ル
も
見
劣
る
も
の
の
、

滝
川
の
風
景
に
溶
け
込
ん

だ
街
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。

駅
前
か
ら
バ
ス
に
乗
り
、

現
地
を
訪
れ
て
み
た
。
閉

鎖
さ
れ
て
久
し
い
が
、「
１

０
０
年
記
念
塔
入
口
」
と

い
う
停
留
所
名
が
残
さ
れ

て
い
る
。

　

バ
ス
停
か
ら
歩
く
こ
と

数
分
、
小
高
い
丘
の
上
に

記
念
塔
は
そ
び
え
て
お
り
、

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
立
つ
と
、

暑
寒
別
連
山
や
十
勝
連
山

の
雄
大
な
眺
望
が
視
界
に

飛
び
込
ん
で
き
た
。
展
望

室
の
床
面
が
、
開
基
１
０

０
年
に
因
ん
で
、
標
高
１

０
０
㍍
に
な
っ
て
い
る
。

展
望
室
か
ら
の
パ
ノ
ラ
マ

は
素
晴
ら
し
か
っ
た
だ
ろ

う
と
思
う
。

　

入
口
は
板
戸
で
塞
が
れ

て
お
り
、
内
部
を
窺
う
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
劣
化

が
進
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う

こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き

る
。
風
雪
に
さ
ら
さ
れ
た

せ
い
か
、
入
口
部
分
の
足

場
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
ボ

ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
い
た
。

　

記
念
塔
が
建
つ
の
は
北

電
公
園
だ
。
北
海
道
電
力

滝
川
発
電
所
の
残
灰
置
き

場
を
転
用
し
た
公
園
で
、

塔
が
完
成
す
る
前
年
、
北

電
か
ら
市
に
用
地
が
無
償

譲
渡
さ
れ
た
。
塔
に
は
入

れ
な
い
が
、
遊
具
な
ど
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
公
園

自
体
は
い
ま
も
市
民
の
憩

い
の
場
と
な
っ
て
い
る
よ

う
だ
。

　

ち
な
み
に
、
北
電
公
園

が
あ
る
泉
町
は
、
２
月
号

で
紹
介
し
た
人
造
石
油
工

場
が
あ
っ
た
場
所
で
、
北

電
公
園
か
ら
近
い
市
民
公

園
に
は
「
人
石
記
念
塔
」

が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
人

石
元
社
員
に
よ
り
、
１
９

５
７
（
昭
和
32
）
年
に
設

　

百
年
記
念
塔
の
管
理
を

担
っ
て
い
る
滝
川
市
産
業

振
興
部
観
光
課
の
山
平
千

奈
都
さ
ん
に
話
を
伺
っ
た
。

　

記
念
塔
が
誕
生
す
る
契

機
と
な
っ
た
開
基
１
０
０

年
は
、
官
民
挙
げ
て
盛
大

に
祝
お
う
と
、
大
変
な
盛

り
上
が
り
を
み
せ
た
と
い

う
。『
風
が
み
つ
け
た
街
・

滝
川
』
と
い
う
記
念
ソ
ン

グ
も
作
ら
れ
た
。
作
曲
は

『
長
崎
は
今
日
も
雨
だ
っ

た
』『
な
み
だ
の
操
』
を

手
掛
け
た
、
音
更
町
出
身

の
彩
木
雅
夫
。
歌
は
ダ
・

カ
ー
ポ
と
、
な
か
な
か
豪

華
だ
。

 

「
昔
、
全
道
で
放
送
さ
れ

閉
鎖
さ
れ
た
白
亜
の
塔

　

北
海
道
百
年
記
念
塔
（
札
幌
市
厚
別
区
）
の
解
体
問
題
が
裁
判
沙
汰
に
な
る
な
ど
注
目
を
集
め
る
な
か
、
も

う
ひ
と
つ
の
「
百
年
記
念
塔
」
も
今
年
、
将
来
的
な
解
体
の
方
針
が
決
ま
っ
た
。
滝
川
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
滝
川
市
開
基
百
年
記
念
塔
だ
。
１
９
９
８
（
平
成
10
）
年
10
月
末
の
閉
鎖
か
ら
す
で

に
約
25
年
が
経
過
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
北
海
道
百
年
記
念
塔
と
は
違
い
、
解
体
反
対
の
声
は
ほ
と
ん
ど
上
が

っ
て
い
な
い
。
竣
工
か
ら
わ
ず
か
７
年
半
で
役
目
を
終
え
た
、
滝
川
市
開
基
百
年
記
念
塔
の
歴
史
を
振
り
返
っ

て
み
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
・
内
海
達
志
）

特
集 もうひとつの

▲北電公園のなかに建つ

市
役
所
新
庁
舎
が
打
撃
に

け
ら
れ
た
も
の
だ
。

　

六
角
錐
の
白
亜
の
塔
は
、

そ
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
北
電

公
園
の
百
年
記
念
塔
に
似

て
な
く
も
な
い
。
滝
川
市

の
歴
史
を
語
る
う
え
で
欠

か
せ
な
い
２
つ
の
塔
が
、

こ
れ
ほ
ど
近
接
し
て
い
る

の
は
何
か
の
縁
だ
ろ
う
か
。

こ
の
位
置
関
係
が
、
百
年

記
念
塔
の
存
廃
に
多
少
な

り
と
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
そ

の
詳
細
は
後
述
す
る
。

「百年記念塔」　ストーリー
滝川市のシンボルが解　体の方針決　

　定

▲滝川のシンボルである開基百年記念塔

▶
最
寄
り
の
バ
ス
停

◀
当
時
使
用
さ
れ
て
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
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